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既
刊
書

○『
い
と
く
ら
』1
～
9
号 （
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記

連
絡
先
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊 （
非
売
品
）

　

第
１
輯
『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

　

第
２
輯
『
大
乘
起
信
論
』

　

第
３
輯
『
金
剛
寺
藏 

觀
無
量
壽
經

  　
　
　
　

無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
註
卷
下
』

　

第
４
輯
『
集
諸
經
禮
懺
儀
卷
下
』

　

第
５
輯
『
書
陵
部
藏 

無
量
壽
經
記

  　
　
　
　
身
延
文
庫
藏 

無
量
壽
經
述
記
』

　

第
６
輯
『
金
剛
寺
藏 

寶
篋
印
陀
羅
尼
經
』

　

第
７
輯
『
國
際
佛
教
學
大
學
院
大
學
藏　

金
剛
寺
藏

  　
　
　
　

摩
訶
止
觀 　

卷
第
一
』

　

第
８
輯
『
續
高
僧
傳 

卷
四 

卷
六
』

　

第
９
輯
『
高
僧
傳　

 

卷
五

  　
　
　
　

續
高
僧
傳 

卷
二
八 

卷
二
九 

卷
三
〇
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

○�『
佛
教
文
獻
と
文
学
　

   

日
臺
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
記
録
　

2‌

0‌

0‌

7
』（
非
売
品
）

○�『
愛
知
縣
新
城
市
德
運
寺
古
寫
經
調
査
報
告
書
　 

德
運
寺
の
古
寫
經
』（
非
売
品
）

○�『
古
写
経
研
究
の
最
前
線

   

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
資
料
集
成
―
』（
非
売
品
）

○�『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

   

東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
』（
非
売
品
）

ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

落
合
俊
典（
本
学
教
授
・
学
長
）

研
究
分
担
者

デ
レ
ア
ヌ 

フ
ロ
リ
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本
学
教
授
）

藤
井
教
公（
本
学
教
授
）

赤
尾
栄
慶（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
副
部
長

            

〈
上
席
研
究
員
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高
田
時
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京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　

  

台
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国
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成
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大
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客
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教
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金
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大
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大
学
教
授
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牧
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和
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実
践
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大
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教
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本
井
牧
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筑
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大
学
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教
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林
寺
正
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北
海
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大
学
准
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三
宅
徹
誠（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

学
内
研
究
協
力
者

今
西
順
吉（
本
学
教
授
）

後
藤
敏
文（
本
学
教
授
）

末
木
康
弘（
本
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

斉
藤
達
也（
本
学
附
属
図
書
館
員
）

堀
伸
一
郎（
本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
副
所
長
）

前
島
信
也
・
山
野
千
恵
子

　
（
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

赤
塚
祐
道
・
小
島
裕
子
・
田
戸
大
智

　
　
（
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員（
PD
）

上
杉
智
英

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
補
助
員 （
RA
）

奥
村
元
康

 　

       　
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）
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養
鸕 

徹
定  

︱
日
本
古
写
経
研
究
の
先
駆
者
︱�

落
合
　
俊
典

いとくら：�私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語 “sutra” には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。

　

江
戸
時
代
は
鎖
国
と
士
農
工
商
の
封
建
制
度
に
よ
り
経
済
が
停
滞
し

た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、各
藩
は
江
戸
初
期
に
暴
れ
川
の
治

水
に
成
功
し
て
米
の
収
穫
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
口

が
千
万
人
以
上
増
え
て
、三
千
万
近
く
ま
で
な
っ
た
こ
と
か
ら
分
か
り
ま

す
。
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
人
々
は
種
々
な
る
方
面
に
熱
い
視
線
を
注

ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。

　

仏
教
研
究
に
あ
っ
て
は
江
戸
時
代
の
僧
侶
の
関
心
は
幅
広
く
、ま
た

深
く
掘
り
下
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
福
井
の
浄
勝
寺
の
丹
山

順
藝
（
一
七
八
五
～
一
八
四
七
）は
京
都
建
仁
寺
の
高
麗
蔵
と
黄
檗
版
を
校

訂
し
、そ
の
異
同
を
黄
檗
版
に
朱
筆
で
記
し
ま
し
た
が
、魯
魚
の
誤
り
を

避
け
る
た
め
に
三
校
ま
で
し
て
お
り
ま
す
。
校
訂
完
了
の
翌
年
、建
仁
寺

の
経
蔵
が
失
火
に
遭
い
、貴
重
な
高
麗
版
は
灰
燼
に
帰
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
か
浄
土
真
宗
の
当
局
者
は
丹
山
順
藝
に
命
じ
て
さ
ら
に
も
う
一

部
校
訂
本
を
作
ら
せ
ま
し
た
。
現
在
、福
井
の
浄
勝
寺
と
大
谷
大
学
に

そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
事
業
は
現
在
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
す
が
、や
が
て
日
本
の
仏

教
文
献
学
研
究
の
偉
人
と
し
て
評
価
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と
信
じ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
古
写
経
研
究
に
目
を
向
け
た
人
物
と
し
て
養
鸕
徹
定（
一
八
一
四

～
一
八
九
一
）が
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
浄
土

宗
の
僧
侶
で
す
が
、廃
仏
毀
釈
の
逆
風
の
時
に
は
耶
蘇
教
排
斥
の
論
陣

を
張
り
ま
し
た
。
一
方
で
古
写
経
の
研
究
を
行
い
、そ
の
成
果
が『
古
経

題
跋
』や『
古
経
捜
索
録
』に
反
映
し
て
い
ま
す
。
養
鸕
徹
定
の
幅
広
い

古
写
経
探
索
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
当
時
で
も
貴
重
な
文
化
財
を
数
多

く
熟
覧
し
て
い
る
の
は
仏
教
興
隆
に
対
す
る
熱
情
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た

に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
善
本
に
邂
逅
で
き
た
喜
び
が
十
首
の
七
言
絶
句

（『
古
経
捜
索
録
』所
収
）に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
　

古
隷
精
微
筆
有
霊　

瑞
厳
写
出
處
胎
経

　
　

陶
家
系
譲
二
王
法　

堪
擬
焦
山
瘞
鶴
銘

　
　
古
隷
精
微
、筆
に
霊
有
り
。
瑞
厳
写
出
す
處し
ょ
た
い
き
ょ
う

胎
経
。

　
　

 

陶
家
譲
る
に
系
す
、二
王
の
法
。
焦
山
に
擬
す
る
に
堪
え
た
り
瘞え
い
か
く
め
い

鶴
銘
。

　

こ
の
絶
句
は
、養
鸕
徹
定
が
西
魏
の
陶と
う
ご
ご

仵
虎
等
書
写
の『
菩
薩
處
胎

経
』を
賛
し
た
も
の
で
す
が
、知
恩
院
蔵
の
国
宝『
菩
薩
處
胎
経
』の
識

語
に
は
西
魏
の
大
統
十
六
年（
五
五
〇
）に
仏
弟
子
陶
仵
虎
等
三
十
人
が

参
集
し
て「
一
切
乗
経
」を
写
経
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
伝
世
と
し

て
は
最
古
の
写
経
本
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
に
素
晴
ら
し
い
隷
書
体

の
古
写
経
で
す
。
陶
家
の
書
は
王
羲
之
、王
献
之
の
二
王
に
繋
が
る
書

法
で
あ
り
、鎮
江
の
焦
山
に
伝
わ
る
瘞
鶴
銘
に
匹
敵
す
る
書
で
あ
る
と

讃
嘆
し
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
徹
定
は
書
の
美
の
み
を
追
及
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、本
邦
の

古
経
の
多
く
は
隋
唐
の
写
経
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま

す（「
本
邦
古
経
多
係
隋
唐
以
還
之
伝
籍
」）。
そ
れ
ら
温
故
の
経
は
新
し
き
刊

本
の
魯
魚
を
訂
正
す
る
も
の
と
の
認
識
で
し
た
。
つ
ま
り
仏
教
テ
キ
ス
ト

の
研
究
が
根
底
に
存
し
て
い
た
の
で
す
。

　

さ
て
、日
本
の
古
写
経
の
中
で『
金
剛
場
陀
羅
尼
経
』と
申
し
ま
す
と
、

奥
書
の
干
支
と
地
名
の
考
証
か
ら「
わ
が
国
現
存
古
写
経
の
最
古
の
も

の
」（
文
化
庁
監
修『
国
宝
』書
籍
Ⅱ
）と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
近
藤
本
孝
一
先

生
か
ら
興
味
深
い
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
み
ま
す
と
、養

鸕
徹
定
の
跋
文
も
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
本
書
を
紹

介
す
る
書
物
で
は
ど
う
い
う
訳
か
み
な
無
視
し
て
い
ま
す
が
、藤
本
先
生

の
説
と
同
じ
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　

右
丙
戌
天
平
十
八
年
、婆
羅
門
僧
入
国
之
歳

　

天
平
十
八
年
で
は
奈
良
時
代
に
な
り
、現
存
最
古
の
写
経
と
は
言
え

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
跋
文
の
前
に
は
有
名
な
奥
書
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
理
解
如
何
で
書
写
年
代
が
六
十
年
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

歳
次
丙
戌
年
五
月
、川
内
國
志
貴
評
内
知
識
、為
七
世
父
母
及

　
　
一
切
衆
生
、敬
造
金
剛
場
陀
羅
尼
経
一
部
、籍
此
善
因
往
生
浄

　
　

土
終
成
成
覺
、　
　
　
　
　
　

教
化
僧
寶
林

　

志
貴
評
の「
評こ
お
り」は「

那
須
国
造
碑
」（
七
〇
〇
頃
）に
も
そ
の
例
が
あ
る

よ
う
に
奈
良
時
代
以
前
の
郡
を
指
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
丙
戌
は

六
八
六
年
以
外
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
天
平
十
八
年（
七
四
六
）

説
は「
評
」に
対
す
る
基
礎
知
識
が
無
い
人
が
書
い
た
も
の
と
な
り
、ど

の
解
説
も
取
り
上
げ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、藤
本
先
生
は
確
か
な
考
証
に
も
と
づ
い
て
天
平
十
八
年
説
を

唱
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
養
鸕
徹
定
も
根
拠
と
な
る
こ
と
が

あ
っ
て「
天
平
十
八
年
」を
引
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
最
古
の
古

写
経
が
六
十
年
後
の
写
経
と
な
れ
ば
文
化
史
上
大
事
件
に
な
り
ま
す
。

期
せ
ず
し
て
両
者
が
同
一
説
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
藤
本
先
生
の

論
文
上
梓
が
一
日
千
秋
の
思
い
で
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

　

長
ら
く
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た『
い
と
く
ら
』は
本
号
を
も
ち
ま
し

て
休
刊
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
支
援
を
得

て
、本
学
が
日
本
古
写
経
な
ら
び
に
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
の
拠
点

と
な
る
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築・

善
本
叢
刊（
第
一
輯
～
第
九
輯
）な
ど
当
初
の
計
画
が
達
成
さ
れ
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
日
本
古
写
経
研
究
所
が
当
該
研
究
の
拠
点
と

し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
拠
点
の
形
成
」研
究
代
表
者
）

目　次

て
つ
じ
ょ
う
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が
い
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古
写
経
紹
介
・
そ
の
十一

古
写
経
紹
介
・
そ
の
十一

菟
足
神
社
所
蔵

『
大
般
若
経
』の
欠
筆
と
則
天
文
字

楊
　
婷
婷   

大般若波羅蜜多経巻第一百　巻首
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一
、
菟
足
神
社
蔵
『
大
般
若
経
』
の
概
況

　

現
在
、
愛
知
県
豊
川
市
小
坂
井
町
に
位
置
す
る
菟
足
神
社
は
天
武
天

皇
の
御
世
（
六
八
六
年
）
、
秦
石
勝
に
よ
っ
て
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
古
社
で
あ
る
。
貴
社
に
は
一
九
六
一
年
六
月
三
十
日
付
で
重

要
文
化
財
指
定
さ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

総
巻
数
は
五
八
五
巻
で
あ
り
、写
本
が
五
七
五
巻
、刊
本
が
十
巻
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
写
本
の
中
に
は
、
昭
和
時
代
に
補
わ
れ
た
経
巻
十
五
巻
、

補
写
年
代
不
明
の
経
巻
二
巻
が
存
し
て
い
る
。
五
五
八
巻
原
写
本
の
中

で
、
元
の
奥
書
が
残
さ
れ
て
い
る
経
巻
は
四
八
二
巻
に
も
及
ぶ
。

　

残
念
な
が
ら
、巻
一
か
ら
巻
四
の
奥
書
は
逸
失
し
た
が
、巻
五
に
は
、

　
　

同
年
三
月
九
日
書
了
一
筆
経
内
也
研
意
智
（
花
押
）

　
　

願
□
□
□
□
普
及
於
一
切

の
奥
書
が
見
ら
れ
る
。

　

元
奥
書
の
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
こ
の
大
般
若
経
の
書
写
状
況
の
一
側

面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
書
写
の
仕
方
は
一
人
で
全
六
〇
〇
巻
を

書
写
す
る
一
筆
経
で
あ
り
、
書
写
者
は
研
意
智
と
記
さ
れ
る
。

　

奥
書
か
ら
は
こ
の
人
物
が
出
家
僧
で
あ
る
か
、
在
家
人
で
あ
る
か
直

ち
に
判
別
が
つ
か
な
い
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
研
意
智
」
に
関
す
る
記
録

は
ほ
か
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
奥
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
書
写
年
代

か
ら
計
算
す
れ
ば
、
研
意
智
は
ほ
ぼ
二
日
一
巻
の
進
度
で
書
写
事
業

を
進
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
九
の
奥
書
に
「
安
元
二
年
三
月
十
七

日
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
巻
五
の
「
同
年
」
も
同
じ
く
安
元
二
年

（
一
一
七
六
）
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
大

般
若
経
の
書
写
は
恐
ら
く
安
元
二
年
三
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
書
写
完
成
は
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
八
月
で
あ
り
、
書
写
事

業
に
は
三
年
七
ヶ
月
が
か
か
っ
た
。
書
写
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
存

の
奥
書
を
調
べ
た
限
り
、
少
な
く
と
も
四
カ
所
が
確
認
さ
れ
る
。
大
ま

か
に
言
え
ば
、
安
元
二
年（
一
一
七
六
）三
月
か
ら
治
承
元
年（
一
一
七
七
）

十
月
廿
三
日
は
摂
州
小
雀
寺
で
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
一
月
廿

三
日
の
み
は
洛
陽
八
条
坊
門
猪
熊
御
堂
（
巻
二
九
七
）
で
、
治
承
元
年

（
一
一
七
七
）
十
二
月
十
一
日
か
ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
五
月
十
九
日

は
摂
州
河
辺
南
条
富
松
庄
で
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
六
月
十
四
日
か

ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
八
月
廿
二
日
は
鎮
西
肥
後
国
益
城
郡
石
津

村
六
ヶ
庄
で
書
写
が
行
わ
れ
た
。

　
「
攵
」
の
最
終
の
一
画
を
省
略
し
た
こ
と
は
、「
敬
」
字
の
欠
筆
を
模

倣
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　　

同
様
に
、「
見
」の
最
終
の
一
画
を
欠
く
の
は
形
の
類
似
す
る「
竟
」の
欠

筆
を
模
倣
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

三
、
則
天
文
字
に
つ
い
て

　

菟
足
神
社
蔵
『
大
般
若
経
』
に
は
、
上
記
の
欠
筆
文
字
が
見
ら
れ
る

ほ
か
、
則
天
文
字
も
散
見
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
則
天
文
字
は
武
則

天
が
制
定
し
た
漢
字
で
あ
り
、
武
則
天
が
皇
位
に
就
い
て
い
た
十
五
年

間
（
六
九
〇
～ 

七
〇
五
）
に
は
広
く
使
用
さ
れ
、
中
宗
即
位
の
神
龍
元
年

（
七
〇
五
）
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
文
宗
の
治
世
で
あ
る
開
成
二
年

（
八
三
七
）
に
は
則
天
文
字
を
元
の
文
字
に
直
す
こ
と
を
命
じ
る
詔
書
が

改
め
て
頒
布
さ
れ
、
則
天
文
字
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
漢
字
文

化
圏
の
周
辺
諸
国
に
お
い
て
は
、
特
定
の
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
続
け

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
字
数
に
つ
い
て
は
十
二
字
、
十
六
字
、
十
七
字
、

十
八
字
、
十
九
字
、
及
び
二
十
一
字
の
諸
説
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

　
　

照
、
天
、
地
、
日
、
月
、
星
、
君
、
臣
、
載
、

　
　

初
、
年
、
正
、
授
、
證
、
聖
、
國
、
人

の
十
七
字
説
が
有
力
で
あ
る
。

　

調
査
し
た
経
巻
の
中
に
は「
照
、
天
、
地
、
日
、
月
、
星
、
年
、
正
、
授
、

證
、聖
、人
」の
漢
字
が
散
見
す
る
が
、則
天
文
字
の
使
用
例
は「
天
、地
、

人
」
の
三
文
字
に
集
中
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
天
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
人

一
切
経
を
納
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
年
代
は
若
干
離
れ
て
い
る

が
、
高
野
山
延
寿
院
に
納
め
ら
れ
た
『
銅
鐘
銘
』
に
は
「
安
元
二
季
二

月
六
日　

勧
進
入
唐
三
度
聖
人
重
源
」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
重
源

が
一
切
経
を
将
来
し
た
の
は
安
元
二
年
以
前
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

研
意
智
が
『
大
般
若
経
』
の
書
写
を
開
始
し
た
安
元
二
年
三
月
に
は
、

既
に
開
宝
蔵
、
東
禅
寺
版
の
宋
版
一
切
経
が
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

　

果
た
し
て
菟
足
神
社
蔵
『
大
般
若
経
』
の
底
本
は
宋
刊
本
で
あ
ろ
う

か
。
菟
足
神
社
蔵
『
大
般
若
経
』
巻
第
一
の
冒
頭
に
は
「
大
唐
三
蔵
聖

教
序
」
と
「
大
唐
皇
帝
述
聖
記
」
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
北
宋
開
宝
蔵

系
統
に
属
す
る
高
麗
再
雕
版
や
、
南
宋
思
渓
版
（
愛
知
県
岩
屋
寺
所
蔵
）

の
『
大
般
若
経
』
巻
一
に
は
上
記
の
二
文
以
外
に
、
西
明
寺
沙
門
玄
則

制
の
「
大
般
若
経
初
会
序
」
が
見
ら
れ
る
。
合
わ
せ
て
日
本
古
写
経
を

調
べ
た
結
果
、大
阪
府
河
内
長
野
天
野
山
金
剛
寺
所
蔵
の『
大
般
若
経
』

は
二
部（
甲
本
、
乙
本
）あ
る
が
、
ど
ち
ら
も「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
」と「
大

唐
皇
帝
述
聖
記
」
の
み
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
菟
足
神
社
蔵
『
大
般

若
経
』
の
書
写
に
あ
た
り
、
宋
刊
本
大
蔵
経
は
既
に
日
本
に
伝
来
し
て

い
た
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
底
本
と
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

◆
根
拠
の
な
い
欠
筆

　

北
宋
太
祖
皇
帝
の
祖
父
の
諱
に
あ
た
る
文
字
以
外
、
菟
足
神
社
所
蔵

の
『
大
般
若
経
』
の
中
に
は
、
ま
た
「
故
（gu

）
、
發
（fa

）
、
見
（jian

）
、

現
（xian

）
、
覺
（jue

）
、
觀
（guan

）
、
撥
（bo

）
、
放
（fang

）
、
教
（jiao

）
、

敷
（fu

）
、
親
（qin

）」
な
ど
の
欠
筆
文
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
宋
版

一
切
経
や
日
本
古
写
経
に
は
見
出
せ
な
い
欠
筆
で
あ
り
、
根
拠
が
不
明

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
視
点
を
転
換
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
字
を
発
音
で
な
く
、
字

の
形
で
分
類
す
れ
ば
、
概
ね
二
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
故
、

發
、
撥
、
放
、
教
、
敷
」
の
「
攵
」
が
付
い
て
い
る
文
字
（「
發
、
撥
」
に
つ

い
て
は
、「
又
」の
部
分
は「
攵
」と
書
か
れ
て
い
る
）と「
見
、
現
、
覺
、
觀
、
親
」

の
「
見
」
が
付
い
て
い
る
文
字
と
の
二
種
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

菟
足
神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
の
中
に
は
則
天
武
后
時
代
の
写
本
か

ら
の
転
写
本
を
連
想
さ
せ
る
則
天
文
字
と
、
宋
刊
本
に
由
来
す
る
欠
筆

文
字
が
同
時
に
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
写
本
大
蔵
経
と
刊
本
大
蔵

経
と
の
痕
跡
が
同
一
経
典
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
文
字
の
特
殊
性
を
念
頭
に
置
き
、
比
較

研
究
に
よ
っ
て
書
写
の
際
に
使
用
さ
れ
た
底
本
を
追
及
す
る
こ
と
が

一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化

受
容
の
一
事
象
と
し
て
捉
え
た
い
。

　

則
天
文
字
も
欠
筆
も
一
定
の
期
間
内
に
中
国
で
流
行
し
た
文
化
で
あ

り
、
漢
籍
や
経
典
に
反
映
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
日
本
で
は

古
く
か
ら
遣
隋
使
・
遣
唐
使
、
そ
し
て
入
唐
・
入
宋
僧
に
よ
っ
て
厖
大
な

量
の
典
籍
が
将
来
さ
れ
た
。
平
安
後
期
の
日
本
で
は
、
学
僧
、
あ
る
い
は

知
識
人
が
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
典
籍
に
反
映
さ
れ
て
い
た
文
化
に

影
響
を
受
け
、
自
ら
そ
れ
を
習
得
し
、
そ
し
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
。
研

意
智
は
ま
さ
に
そ
の
中
の
一
人
で
あ
り
、
菟
足
神
社
所
蔵
の
『
大
般
若
経
』

は
彼
が
身
に
つ
け
て
い
た
文
化
的
素
養
を
実
践
し
た
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
　

調
査
に
あ
た
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
宮
司
川
出
厳
郎
様
、
並
び
に

　
　

氏
子
総
代
中
村
重
蔵
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

池
田
英
淳
「
重
源 

・ 

白
蓮
社
等
の
入
宋
と
其
意
義
」

　
　
　
　
　
　
　

   

（『
浄
土
学
』
十
六
号
、
二
四
二
〜
二
五
二
頁
、
一
九
四
〇
年
）

是
沢
恭
三
『
菟
足
神
社
の
大
般
若
経
解
説　

―
附
・
同
目
録
―
』

　
　
　
　
　
　

    

（
菟
足
神
社
社
務
所
、
小
坂
井
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）

蔵
中
進
「
則
天
文
字
―
女
帝
の
権
力
が
生
ん
だ
―
」

　
（『
月
刊
し
に
か
』
八
巻
六
号
、
七
二
〜
七
六
頁
、
月
刊
し
に
か
編
集
室
、
一
九
九
七
年
）

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
七
年
）

森
克
己
『
増
補 

日
宋
文
化
交
流
の
諸
問
題
』  （
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

佐
々
木
勇
「
親
鸞
の
欠
筆
―
親
鸞
が
影
響
を
受
け
た
文
献
群
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

（『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
四
）

山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る
―
書
物
の
文
化
史
』  （
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
）

                                                        　
　
　

 （
上
海
師
範
大
学  

哲
学
学
院 

PD
）

　
　
二
、
欠
筆
文
字
に
つ
い
て

　

中
国
で
は
古
来
よ
り
、
主
君
や
親
な
ど
の
目
上
に
当
た
る
者
の
諱
（
本

名
）
を
呼
ぶ
こ
と
は
極
め
て
無
礼
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
特
に
皇
帝
お
よ

び
そ
の
祖
先
の
諱
に
つ
い
て
は
、
時
代
に
よ
っ
て
厳
し
さ
は
異
な
る
が
、

諱
あ
る
い
は
そ
れ
に
似
た
音
の
言
葉
を
書
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
を

慎
重
に
避
け
た
と
い
う
避
諱
文
化
が
あ
る
。
欠
筆
は
そ
の
中
の
一
種
で

あ
り
、該
当
文
字
の
一
画（
通
常
は
最
終
の
一
画
）を
記
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

欠
筆
に
よ
る
避
諱
は
唐
代
に
始
ま
り
、
碑
文
な
ど
に
良
く
見
ら
れ
る
が
、

盛
ん
に
な
っ
た
の
は
宋
代
以
後
の
刊
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

菟
足
神
社
所
蔵
の『
大
般
若
経
』の
中
に
は
、「
故
、
敬
、
發
、
見
、
現
、

覺
、
觀
、
竟
、
境
、
鏡
、
撥
、
放
、
教
、
敷
、
驚
、
親
」
な
ど
に
欠
筆
が
見

ら
れ
る
。

　
　
　

◆
根
拠
の
あ
る
欠
筆

　

上
記
の
欠
筆
文
字
の
中
、「
敬（jing

）、
竟（jing

）、
境（jing

）、
鏡（jing

）、

驚
（jing

）」
は
明
ら
か
に
北
宋
太
祖
皇
帝
の
祖
父
趙
敬
（jing

）
の
諱
を
避

け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
こ
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
安

元
二
年
（
一
一
七
六
）
を
下
限
と
し
て
宋
版
一
切
経
の
開
版
状
況
を
確
認

す
る
。

　
　

○
開
宝
蔵

　

北
宋
開
宝
四
年
（
九
七
一
）
～ 

太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）

　
　

○
東
禅
寺
版

　

北
宋
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
～ 

政
和
二
年
（
一
一
一
二
）

　
　

○
開
元
寺
版

　

北
宋
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
～ 

南
宋
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）

　
　

○
思
渓
蔵

　

南
宋
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
～ 

紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）

　
　

        

［
淳
佑
年
間
（
一
二
四
一
～
一
二
五
二
）
版
木
の
修
復
・
補
刻
］

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
宋
版
一
切
経
は
い
つ
日
本
に
伝
来
し
た
の
か
。

こ
こ
に
例
と
し
て
開
宝
蔵
と
東
禅
寺
版
の
二
つ
を
挙
げ
て
み
る
。
そ

の
一
、
開
宝
蔵
は
九
八
六
年
奝
然
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
法
成
寺
に

奉
納
さ
れ
た
後
、
焼
失
し
た
。
そ
の
二
、
東
禅
寺
版
に
つ
い
て
は
、
現

在
醍
醐
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
版
一
切
経
は
鎌
倉
時
代
の
建
久
六

年
（
一
一
九
五
）
に
重
源
が
経
蔵
を
建
立
し
、
中
国
か
ら
も
た
ら
し
た

大般若波羅蜜多経巻第五　奥書（右）
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年
輪
年
代
法
と

　

一
切
経
経
箱
の
制
作
年
代

光
谷 

拓
実

6 いとくら　 いとくら　 5

　
一
、
年
輪
年
代
法
と
は

　

二
〇
世
紀
初
頭
に
Ａ
．
Ｅ
．
ダ
グ
ラ
ス
（
ア
メ
リ
カ
）
に
よ
っ
て
考
え

出
さ
れ
た
年
輪
年
代
法
は
、
欧
米
を
中
心
に
世
界
各
国
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、考
古
学
、建
築
史
、美
術
史
へ
の
年
代
研
究
ば
か
り
で
な
く
、

自
然
災
害
史
な
ど
の
研
究
分
野
に
も
広
く
応
用
さ
れ
て
い
る
。
年
輪

年
代
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
測
定
年
代
に
は
、
誤
差
は
な
く
、
ま
さ
に

画
期
的
な
年
代
測
定
法
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
や
韓
国
、
中

国
な
ど
で
本
格
的
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

  

年
輪
年
代
法
は
、
樹
木
年
輪
の
変
動
変
化
に
着
目
し
、
現
在
の

年
輪
か
ら
過
去
の
年
輪
へ
と
順
々
に
そ
の
変
動
パ
タ
ー
ン
（
年
輪
パ

タ
ー
ン
と
略
す
）
を
調
べ
あ
げ
、
長
期
の
暦
年
の
確
定
し
た
標
準
年

輪
パ
タ
ー
ン
（
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
と
略
す
）
を
作
成
す
る
。
こ
の
暦

年
標
準
パ
タ
ー
ン
が
ひ
と
た
び
準
備
さ
れ
る
と
、
年
代
不
明
木
材

の
年
輪
パ
タ
ー
ン
を
調
べ
、
こ
れ
と
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
と
を
照
合

す
る
。
双
方
の
年
輪
パ
タ
ー
ン
が
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
る

と
、
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
の
暦
年
を
そ
の
ま
ま
年
代
不
明
木
材
の

年
輪
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
不
明
木
材
の
年
輪
に
対
し
、
そ
の
形

成
年
代
が
一
年
単
位
で
確
定
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
不
明
木

材
の
伐
採
年
や
枯
死
年
が
判
明
す
る
。
こ
う
し
て
、
得
ら
れ
た
年

代
情
報
を
も
と
に
調
査
し
た
古
文
化
財
の
制
作
年
代
を
推
定
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
、
年
輪
年
代
法
の
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
適
用
で
き
る
主
要
な
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
の
二
種
類

で
あ
る
。
現
在
、
測
定
可
能
な
年
代
範
囲
は
ヒ
ノ
キ
が
約
二
九
〇
〇

年
間
、
ス
ギ
が
約
三
三
〇
〇
年
間
の
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
が
作
成
済

み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
代
範
囲
の
も
の
で
あ
れ
ば
一
年

単
位
の
年
代
測
定
が
可
能
で
あ
る
。
調
査
対
象
と
な
る
お
も
な
木
材

は
、
古
建
築
部
材
、
美
術
工
芸
品
（
木
工
品
）
、
遺
跡
出
土
木
材
、
埋
没

木
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

各
種
の
木
質
古
文
化
財
の
な
か
で
も
、
好
個
の
素
材
は
年
輪
密
度

の
高
い
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
柾
目
板
材
を
使
っ
た
唐
櫃
や
文
書
箱
類
な

ど
が
そ
れ
に
該
当
し
、
こ
の
よ
う
な
文
化
財
か
ら
の
年
輪
デ
ー
タ
収

集
は
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
正
倉
院
宝
物
木
工
品
（
お
も
に
唐
櫃
や
箱
類
）
の
年
輪

年
代
調
査
を
実
施
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
滋
賀
県
石
山
寺
所
蔵
の
一

切
経
経
箱
、
奈
良
県
興
福
寺
一
切
経
経
箱
、
京
都
府
高
山
寺
文
書
箱

（
光
谷
拓
実
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』（
二
〇
一
二
）
掲
載
）
な
ど
の
年
代
調

査
を
実
施
し
、
経
箱
の
制
作
年
代
に
直
結
す
る
年
代
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

な
か
で
も
興
福
寺
一
切
経
の
年
代
調
査
で
は
、
中
国
で
開
版
さ
れ

た
あ
と
あ
ま
り
時
を
経
ず
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
到
着
後
す
ぐ
に

日
本
産
の
ス
ギ
を
使
っ
て
経
箱
の
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
判

明
す
る
な
ど
、
興
味
深
い
成
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
経
箱
な

ど
の
年
輪
年
代
調
査
は
、
寺
に
施
入
さ
れ
た
経
典
と
経
箱
の
制
作
年

代
と
の
時
間
的
関
係
が
判
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寺
の
歴
史
的
背
景

を
よ
り
一
層
詳
し
く
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
仏
教
史
研
究

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
〇
一
二
年
度
に
は
、
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
に
所
在
す
る

岩
屋
寺
所
蔵
の
思
渓
版
一
切
経
が
納
め
て
あ
る
経
箱
に
つ
い
て
年

輪
年
代
法
に
よ
る
年
代
測
定
を
実
施
す
る
機
会
を
得
た
。
京
都
府

京
都
市
右
京
区
梅
ヶ
畑
栂
尾
町
に
所
在
す
る
高
山
寺
所
蔵
の
経
箱

の
年
輪
年
代
調
査
（
二
〇
一
〇
年
に
実
施
）
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
報
告

す
る
。

　
二
、
岩
屋
寺
一
切
経
経
箱
の
年
輪
年
代
調
査
（
二
〇
一
二
年
）

　
　
　

経
箱
の
概
要

・
経
箱
の
大
き
さ　
　

横
幅
約
35.0
㎝
、
長
さ
約
40.0
㎝
、
高
さ
約
18.0
㎝

・
樹
種　
　
　
　
　
　

ス
ギ
（Crptom

eria  japonica)

・
調
査
方
法

　

経
箱
の
な
か
か
ら
で
き
る
だ
け
年
輪
密
度
の
高
い
蓋
と
底
板
を
調

査
対
象
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
計
測
用
年
輪
画
像
を
撮
影
、

そ
こ
か
ら
年
輪
幅
の
計
側
値
デ
ー
タ
の
収
集
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

収
集
し
た
各
板
材
の
年
輪
デ
ー
タ
は
近
畿
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
ス
ギ

の
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
（
七
一
八
年
～
一
二
五
三
年
）
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
た
。

・
調
査
点
数

　

三
十
三
箱
か
ら
蓋
板
二
十
五
枚
、
底
板
十
一
枚
の
三
十
六
点
を
選
定

し
、
こ
の
う
ち
蓋
板
十
六
枚
、
底
板
五
枚
の
総
数
二
十
一
点
に
つ
い
て
年

輪
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
た
。

　
　
　

結
果

　

ス
ギ
の
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
と
の
照
合
の
結
果
、
二
十
一
点
す

べ
て
の
板
材
に
年
輪
年
代
（
板
材
の
最
外
年
輪
の
年
代
測
定
値
を
い

う
）
が
確
定
し
た
（
光
谷
拓
実
『
宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在 

講
演
資
料
集
』

二
〇
一
三
）
。
年
輪
年
代
が
確
定
し
た
も
の
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
が
辺
材
が
幅
広
く
残
存
し
た
第
一
七
二
号
蓋
（
辺
材
幅
5.0

㎝
）
と
第
一
八
三
号
蓋
（
辺
材
幅
4.2
㎝
）
の
二
点
（
写
真
１
）
か
ら
得
ら
れ

た
同
一
の
年
代
値
一
二
八
四
年
で
あ
る
。
こ
の
二
点
の
辺
材
幅
は
樹

皮
近
く
ま
で
残
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
点
の
年
輪

年
代
一
二
八
四
年
は
原
木
の
伐
採
年
代
に
限
り
な
く
近
い
年
代
で
あ

　
　

こ
れ
を
み
る
と
別
々
の
経
箱
に
同
じ
材
か
ら
木
取
り
さ
れ
た

　
　

板
材
が
蓋
板
や
底
板
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
連

　
　

の
経
箱
は
同
一
工
房
で
同
一
時
期
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
．
使
用
さ
れ
た
原
木
の
樹
齢
は
、
第
三
五
号
と
第
一
八
七
号
と

　
　

の
あ
い
だ
で
み
ら
れ
た
同
材
関
係
か
ら
四
一
四
年
を
超
え
る

　
　

老
齢
木
（
推
定
で
は
五
〇
〇
年
以
上
）
の
ス
ギ
材
が
使
わ
れ
て
い
た

　
　

こ
と
が
わ
か
る
。

４
．
年
代
を
割
り
出
す
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
ス
ギ
の
基
準
パ
タ
ー

　
　

ン
は
近
畿
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
準
パ

　
　

タ
ー
ン
と
の
同
調
性
は
高
い
の
で
、
岩
屋
寺
の
経
箱
に
使
用

　
　

さ
れ
た
ス
ギ
材
も
近
畿
地
域
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
岩
屋
寺
一
切
経
経
箱
に
つ
い
て
は
京
都
に
所
在
す
る
高
山

寺
の
も
の
が
移
入
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
す
で
に
二
〇
一
〇
年
に
高
山
寺
一

切
経
経
箱
の
年
輪
年
代
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。

る
。
ほ
か
の
十
九
枚
の
板
材
の
年
輪
年
代
は
い
ず
れ
も
一
二
八
四
年

よ
り
古
い
年
代
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
年
代
の
ば
ら
つ
き
は
、

板
の
外
側
を
加
工
す
る
際
に
削
除
さ
れ
た
分
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
大
き
く
削
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
伐
採

年
代
よ
り
か
な
り
古
い
年
代
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
得
ら
れ
た

年
輪
年
代
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

得
ら
れ
た
調
査
結
果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約

さ
れ
る
。

１
．
経
箱
の
用
材
は
ス
ギ
で
、
原
木
の
伐
採
年
代
は
、
一
二
八
四
年
直

　
　

後
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、経
箱
の
制
作
年
代
も
一
二
八
四
年

　
　

直
後
と
み
て
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
．
二
十
一
点
の
板
材
の
な
か
で
、
同
材
関
係
（
同
じ
材
か
ら
木
取
り
さ
れ

　
　

 

た
板
）
に
あ
る
も
の
を
以
下
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
確
認
す
る

　
　

こ
と
が
で
き
た
。

　
・
Ａ
グ
ル
ー
プ
：　

第
一
〇
号
（
蓋
）
、
第
一
六
号
（
蓋
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
号
（
蓋
）
、
第
一
〇
七
号
（
底
）

　
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
：　

第
一
六
号
（
蓋
）
、
第
三
五
号
（
蓋
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
九
五
号
（
蓋
）
、
第
一
〇
八
号
（
底
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
八
七
号
（
蓋
）

　
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
：　

第
九
八
号
（
底
）
、
第
一
五
五
号
（
蓋
）

　
・
Ｄ
グ
ル
ー
プ
：　

第
五
号
（
蓋
）
、
第
九
号
（
蓋
）

　
・
Ｅ
グ
ル
ー
プ
：　

第
二
四
号
（
蓋
）
、
第
一
五
六
号
（
蓋
）

　
三
、
京
都
高
山
寺
一
切
経
経
箱
の
年
輪
年
代
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）

　
　
　

経
箱
の
概
要

・
文
書
箱
の
大
き
さ　

横
幅
約
35.0
㎝
、
長
さ
約
40.0
㎝
、
高
さ
約
25.0
㎝

・
樹
種　
　
　
　
　
　

ス
ギ
（Crptom

eria  japonica)

　

経
箱
の
大
き
さ
は
岩
屋
寺
一
切
経
経
箱
の
サ
イ
ズ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
調
査
し
た
経
箱
の
総
数
は
十
九
箱
、
二
十
三
枚
の
板
材
に
つ
い
て

実
施
し
た
。

　
　
　

結
果

　

調
査
結
果
を
み
る
と
、
平
安
時
代
後
期
の
も
の
と
し
て
は
五
箱
、
五

枚
の
板
か
ら
一
一
〇
三
年+

α
層
～
一
一
五
一
年+

α
層
に
か
け
て
の
年

輪
年
代
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
も
の
は
六
箱
、
八

枚
の
板
か
ら
一
一
八
八
年
＋
α
層
～
一
二
四
六
年+

α
層
に
か
け
て
の

も
の
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
板
は
二
箱
、
二
枚
か
ら
一
二
八
一
年+

α
層
、
一
二
八
五
年+

α
層
の
年
輪
年
代
を
示
す
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
高
山
寺
一
切
経
経
箱
の
結
果
と
岩
屋
寺
一
切
経
経
箱
の
調
査

結
果
と
を
対
比
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
岩
屋
寺
一
切
経
経
箱
の
年
輪
年

代
の
な
か
で
、
一
二
八
四
年
の
年
代
値
と
符
号
す
る
の
は
高
山
寺
経
箱
の

な
か
の
鎌
倉
時
代
後
期
の
年
輪
年
代
を
示
し
た
第
一
二
四
号
（
一
二
八
一

年+

α
層
）
と
第
四
〇
号
（
一
二
八
五
年+

α
層
）
の
二
箱
に
使
わ
れ
て
い
た
板

の
年
輪
年
年
代
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
屋
寺
一
切
経

経
箱
が
高
山
寺
一
切
経
経
箱
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
切
経
経
箱
の
年
輪
年
代
調
査
は
、
各
寺
院
に
施
入

さ
れ
た
歴
史
的
経
緯
を
復
元
す
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
年
輪
年
代
学
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
年
輪
デ
ー
タ
が
収
集

で
き
る
重
要
な
素
材
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　

    

光
谷
拓
実
「
高
山
寺
経
函
の
年
代
測
定
と
石
水
院
の
旧
形
復
原
」

　
　
　
　
　
　
　
　

    　
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
一
八
号
（
二
〇
一
二
年
）

　
　
　
　

    　

光
谷
拓
実
「
年
輪
年
代
法
に
よ
る
一
切
経
経
箱
年
代
調
査
」

　
　
　
　
　
　

      

『
宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在 

講
演
資
料
集
』  （
二
〇
一
三
年
）

                                         　
　

         （
奈
良
文
化
財
研
究
所　

客
員
研
究
員
）

高山寺一切経箱　第40号：鎌倉時代後期



宋
版
一
切
経
思
渓
版
の
版
式
転
換

　

     

―
一
紙
六
面
か
ら
一
紙
五
面
へ
―

佐
々
木 

勇

8 いとくら　 いとくら　 7

　

去
る
二
〇
一
四
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、

落
合
俊
典
先
生
の
お
取
り
は
か
ら
い
で
、
尾
張
高
野
山
岩
屋
寺
尊
蔵
宋

版
一
切
経
思
渓
版
の
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
岩
屋
寺
御

住
職
後
藤
泰
真
猊
下
は
じ
め
岩
屋
寺
総
代
・
地
域
の
皆
様
に
御
支
援
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
原
本
調
査
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
。
心
中
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
る
。

  

こ
の
調
査
で
、
か
ね
て
よ
り
原
本
確
認
を
希
望
し
て
い
た
思
渓
版
の

版
式
転
換
点
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
（
福
州
版
）
は
、
一
紙
六
面
を
基
本

と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
く
思
渓
版
は
、
一
紙
五
面
と
な
る
。

　

し
か
し
、
思
渓
版
に
お
い
て
も
、
第
一
帙
千
字
文
天
よ
り
始
ま
る
『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
～
巻
第
二
百
二
十
ま
で
は
、
一
紙
六
面
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
岩
屋
寺
蔵
思
渓
版
に
お
い
て
も
、
左
写

真
の
ご
と
く
、
従
来
の
指
摘
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
思
渓
版
に
お
い
て
、
福
州
版
の
版
式
を
引
き
継
ぐ
方
式

か
ら
、一
紙
五
面
方
式
に
変
更
し
た
の
は
、な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を

解
く
鍵
は
、
福
州
版
と
思
渓
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
二
百
二
十

ま
で
に
挿
入
さ
れ
た
、五
面
の
一
紙
が
握
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
筆
者
は
、
重
要
文
化
財
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
悉
皆
調
査

に
加
わ
り
、
東
禅
寺
版
に
親
し
く
接
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
で
は
、第
237
寸
函『
中
論
』巻
第
二
～
巻
第
四
の
三

帖
か
ら
、
紙
数
の
多
い
帖
に
、
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

岩屋寺蔵　思渓版『大般若波羅蜜多経』巻第二百二十　一紙六面

中
で
、題
記
の
年
月
が
最
も
早
い
の
は
、巻
第
四
の「
元
祐
九
年（
一
〇
九
四
）

正
月　

日
」
で
あ
る
（
巻
第
二
・
第
三
は
、
翌
月
「
元
祐
九
年
二
月　

日
」
題
記
）
。

そ
の
『
中
論
』
巻
第
四
は
、
第
十
三
板
を
五
面
と
す
る
。
こ
の
第
十
三
紙

以
外
は
六
面
で
、
全
二
十
三
板
で
あ
る
。
以
下
、
元
祐
九
年
以
降
刊
刻
の

十
八
板
を
超
え
る
帖
で
は
、
五
面
の
一
紙
を
挿
入
す
る
こ
と
が
原
則
と
な

る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
五
面
の
一
紙
は
、
一
帖
の
中
間
に
挟
ま

れ
る
。

　

こ
の
東
禅
寺
版
に
お
け
る
五
面
の
一
紙
に
、
右
の
問
い
の
解
を
導
く

一
文
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

　

第
237
寸
函
『
中
論
』
巻
第
二
の
第
十
二
板
に
は
、
第
五
面
一
行
目
下
空

白
に
、「
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
」
の
一
行
を
刻
す
。

   

（
全
体
の
写
真
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
予
定
の
目
録
影
印
篇
に
掲
載
さ
れ
る
。）

　

第
十
二
板
は
、
経
本
文
は
五
面
で
あ
り
、
第
六
面
は
、
空
白
で
あ
る
。

こ
の
第
十
二
板
に
続
け
て
裏
表
紙
を
貼
り
、
続
く
第
十
三
板
か
ら
裏
面

に
印
刷
す
る
。
全
二
十
三
板
で
あ
る
。

　

続
く
『
中
論
』
卷
第
三
は
、
全
二
十
四
板
で
、
や
は
り
、
第
十
三
板
の

経
文
を
五
面
ま
で
と
し
、空
白
の
第
六
面
右
端
に
、同
一
の
刻
文
を
記
す
。

　

以
下
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
全
体
で
、
五
面
の
一
紙
に
限
り
、

二
十
三
の
類
例
を
見
出
せ
る
。

岩屋寺蔵　思渓版『大般若波羅蜜多経』巻第二百二十一　一紙五面

醍醐寺蔵　東禅寺版『中論』巻第二　第十二板

▲

▲

＊紙継ぎ箇所を▲にて示す。
　

右
「
此
帋
除
六
行･･･

」
の
注
記
は
、
一
紙
五
面
の
紙
に
の
み
存
し

た
。
よ
っ
て
、「
此
帋
除
六
行
」「
除
此
六
行
」「
除
六
行
」
は
、
一
紙
（
板
）

三
十
六
行
（
毎
半
折
六
行
六
面
）
で
あ
る
東
禅
寺
版
の
六
行
を
除
し
、

一
紙
三
十
行
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
記
文
は
、
そ
の

一
紙
の
六
行
一
面
を
取
り
去
り
、
五
面
と
す
る
こ
と
の
断
わ
り
書
き
で

あ
る
。

　

全
文
同
主
旨
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
最
多
例
が
見
ら
れ
た
ｂ
「
除
六

行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
を
解
釈
す
る
。
ａ
の
「
得
」
に
対
応
す
る

「
要
」は
、
補
助
動
詞
で
あ
ろ
う
。「
粘
」は
、ａ
の「
粘
縫
」に
相
当
す
る
。

紙
を
貼
り
継
ぐ
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
策
」
は
ｅ
「
冊
」
と
同
意
で
、
帖
装

（
経
摺
装
）
の
一
冊
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
二
邊
」

は
、
帖
の
長
辺
左
右
の
二
邊
で
あ
ろ
う
。「
不
厚
薄
」
は
、「
厚
薄
」
を
作

ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
は
、「
多
く
の
紙
を

貼
り
合
わ
せ
た
こ
の
一
冊
に
、
紙
継
ぎ
に
よ
る
左
右
二
邊
の
厚
み
の
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
紙
の
六
行
一
面
を
除
く
」
意
、
と
解
釈
で

き
る
。

　

全
紙
を
六
面
と
し
、
そ
れ
を
貼
り
合
わ
せ
て
折
り
、
帖
装
と
す
れ

ば
、
紙
継
ぎ
位
置
は
必
ず
右
邊
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
紙
数
の
多
い

帖
で
は
、
右
邊
が
左
邊
よ
り
厚
く
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
帖

の
中
間
に
五
面
の
一
紙
を
挿
入
し
、
以
降
の
紙
継
ぎ
を
左
邊
に
移
動

さ
せ
た
。
一
面
六
行
を
誤
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
こ
の
注
記
は

　

こ
の
注
記
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
目
録
類
、「
共
同
研

究　

―
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
調
査
報
告
―
」（「
同
朋
学
園
佛
教

文
化
研
究
所
紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
や
『
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
保
管 

宋
版
一
切
経
目
録
』（
一
九
九
八
年
三
月
、
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
）
の
「
刻
施
」「
備
考
」
項
目
に
も
見
ら
れ
、
本
源

寺
蔵
本
の
記
文
は
、
口
絵
写
真
で
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、

醍
醐
寺
蔵
本
の
刻
記
と
一
致
し
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
そ
れ
に
含
ま

れ
る
。

　

ま
た
、
東
寺
蔵
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版『
中
論
』巻
第
二
に
も
、

醍
醐
寺
蔵
本
と
同
じ
位
置
（
第
十
二
板
第
五
面
一
行
目
下
空
白
）
に
、

醍
醐
寺
蔵
本
と
同
文
の
注
記
が
存
す
る
こ
と
を
、
原
本
で
確
認

済
み
で
あ
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
け
る
「
此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊

不
厚
薄
」
等
の
記
文
を
、
同
文
を
ま
と
め
て
掲
げ
れ
ば
、
左
の
ａ

～
ｇ
と
な
る
。

      

ａ  

此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄

　
　

ｂ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　
ｃ  

此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　

ｄ  　

除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　
ｅ  

此
帋
除
六
行
要
粘
冊
二
邊
不
厚
薄

　
　

ｆ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
無
厚
薄

　

   

ｇ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊

語
っ
て
い
る
。

　

一
帖
の
み
で
あ
れ
ば
、
紙
継
ぎ
に
よ
る
両
辺
の
厚
さ
の
差
は
微
々

た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
帙
十
帖
と
音
釋
帖
を
積
み
上
げ
た

時
、
左
右
両
辺
の
厚
さ
の
差
は
、
放
置
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

右
の
問
題
を
、
す
べ
て
の
紙
を
五
面
と
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
の

が
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
二
百
二
十
一
以
降
の
思
渓
版
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
思
渓
版
で
も
、
千
字
文
118
伏
・
119
戎
・
120
羌
函
な
ど
に
、

福
州
版
と
同
じ
く
一
紙
六
面
で
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
柱
刻

が
有
る
帖
が
存
す
る
こ
と
を
、
上
杉
智
英
氏
か
ら
調
査
時
に
お
教
え

い
た
だ
い
た
。「
華
厳
経
」（
六
十
巻
本
）
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

函
の
経
典
は
、長
谷
寺
蔵
思
渓
版
に
お
い
て
も
一
紙
六
面
で
、「
異
版
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
一
紙
六
面
が
基
本
で
あ
っ
た
福
州
版
と
思
渓
版
開
始
部

分
と
は
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
置
い
て
い
た
「
寸　

參
巻　

拾
參　
　

呉
宗
刀
」
な
ど
の
柱
刻
を
、
五
面
一
紙
の
次
紙
か
ら
、
第

二
面
と
第
三
面
と
の
間
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
工
夫
が
、
思

渓
版
の
柱
刻
を
紙
継
位
置
に
隠
す
こ
と
に
繋
が
る
、
と
筆
者
は
推

定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面

の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
」（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二
部
63
号
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
を
、
御
覧
願
い
た
い
。

      

【
参
考
文
献
】

・『
奈
良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書 

一 

本
文
篇
』『（
同
）  

資
料
篇
１
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
（
一
九
九
二
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
）

・
牧
野
和
夫
「
関
於
宋
版
大
蔵
経
中
― 

”一
版
五
半
葉
三
十
行
“
版
片
的
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　

      　

 

（「
藏
外
佛
教
文
献
」
第
十
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）

・
同
右
「
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
『
四
分
律
蔵
』（
宋
版
大
蔵
経
ノ
内
）
に
つ
い
て
」

　

                                  

（「
か
が
み
」
第
四
十
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺　

第
四
輯
之
一　

宋
版
一
切
経
』  （
二
〇
一
一
年
）

                

［
付
記
］
写
真
掲
載
の
御
許
可
を
賜
わ
り
ま
し
た
岩
屋
寺
な
ら
び
に

　
　
　

                 

醍
醐
寺
御
当
局
に
、
甚
深
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

                                                     （
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

▲

▲



  

日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
九
輯

    『
高
僧
傳    

卷
五

　

    

續
高
僧
傳 

卷
二
八 

巻
二
九 

巻
三
〇
』

　
『
高
僧
伝
』
は
、
中
国
の
後
漢
・
明
帝
の
時
代
か
ら

南
北
朝
の
梁
代
ま
で
に
活
躍
し
た
僧
侶
の
伝
記
を
収

録
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
道
宣
『
続
高
僧
伝
』

や
賛
寧『
宋
高
僧
伝
』と
い
っ
た
僧
伝
文
献
の
先
駆
け

と
し
て
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
。

　

現
在
、『
高
僧
伝
』に
関
す
る
研
究
の
多
く
は
宋
代

以
降
に
成
立
し
た
刊
本
大
蔵
経
に
依
っ
て
お
り
、特
に

そ
の
成
立
や
後
世
の
加
筆
・
省
略
と
い
っ
た
問
題
に
つ

い
て
は
未
だ
不
明
な
部
分
が
多
く
、
刊
本
大
蔵
経
の

『
高
僧
伝
』の
内
容
が
い
か
ほ
ど
に
原
形
を
留
め
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

　

本
書
は
そ
の『
高
僧
伝
』研
究
の
一
助
と
す
べ
く
、日

本
古
写
経
に
お
け
る『
高
僧
伝
』の
影
印
・
翻
刻
を
収
録

す
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
府
金
剛
寺
所
蔵
本
巻
五
を
基

本
と
し
て
、そ
の
内
容
に
相
当
す
る
愛
知
県
七
寺
所
蔵

本
巻
五
、京
都
府
興
聖
寺
所
蔵
本
巻
三
・
巻
四
、大
阪
府

四
天
王
寺
所
蔵
本
巻
三
・
巻
四
を
、上
海
師
範
大
学
准

教
授
・
定
源（
王
招
國
）氏
が
翻
刻
・
対
校
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
日
本
古
写
経
群
の『
高
僧
伝
』と
刊
本
大

蔵
経
の
そ
れ
と
は
、調
巻
や
収
録
人
数
の
違
い
、本
文

の
増
略
な
ど
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
、こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
本
書
の
中
で
定
源（
王
招
國
）
氏
に
よ
っ
て
考
察

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
刊
本
大
蔵
経

と
は
異
な
る
系
統
の
高
僧
伝
が
挙
げ
ら
れ
、『
高
僧
伝
』

研
究
の
新
た
な
視
座
が
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
続
高
僧
伝
』篇
で
は
、昨
年
発
刊
の
第
八
輯
に
収

録
さ
れ
た
金
剛
寺
本
や
七
寺
本
と
い
っ
た
平
安
鎌
倉

写
経
『
続
高
僧
伝
』で
は
な
く
、
奈
良
写
経
で
あ
る
光

明
皇
后
五
月
一
日
御
願
経
の『
続
高
僧
伝
』を
取
り
上

げ
て
い
る
。
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
京
都
国
立

博
物
館
所
蔵
本
巻
二
八
、東
大
寺
所
蔵
本
巻
二
九
、正

倉
院
所
蔵
本
巻
三
〇
の
三
本
の
み
で
あ
り
、こ
れ
ら
を

京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
上
席
研
究
員
・
赤
尾
栄
慶

氏
、鶴
見
大
学
准
教
授
・
池
麗
梅
氏
が
解
題
、翻
刻
を

行
っ
て
い
る
。

　
『
続
高
僧
伝
』は
、予
て
よ
り
複
雑
な
成
立
過
程
を

も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
発
刊
さ
れ
た
第

八
輯
で
も
そ
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
一
端
と
し
て
、

平
安
鎌
倉
写
経
の『
続
高
僧
伝
』を
取
り
上
げ
た
。
そ

の
中
で
は
日
本
古
写
経
本『
続
高
僧
伝
』は
刊
本
大
蔵

経
系
統
よ
り
も
古
い
形
態
を
保
持
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
所
収
の
五
月
一
日
経
『
続
高
僧

伝
』は
そ
れ
ら
平
安
鎌
倉
写
経
本
の
祖
本
に
位
置
づ
け

ら
れ
、さ
ら
に
そ
の
系
譜
は
唐
代
写
経
に
連
な
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、本
書
は
諸
写
本
・
刊
本
の『
続
高
僧
伝
』巻
頭

目
録
を
影
印
・
翻
刻
で
示
し
て
い
る
。
写
本
は
金
剛
寺

本
・
七
寺
本
・
興
聖
寺
本
の
三
本
。
刊
本
は
高
麗
再
雕

版
・
福
州
版
・
思
渓
版
の
三
本
の
計
六
本
の
影
印
を
内

容
に
合
わ
せ
て
配
置
し
、同
形
式
で
翻
刻
を
行
う
こ
と

で
、諸
本
の
相
違
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、『
続
高
僧
伝
』の
テ
キ
ス
ト
研
究
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。                

　
　
　
　
（
編
輯
担
当　

前
島 

信
也
）

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

  　
　
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
』

　

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年
度
に
開
催
さ
れ
た

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
」

は
、
五
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
を

集
大
成
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
こ
の
成
果

を
一
冊
の
論
文
集
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
本
報
告

書
で
あ
る
。

　

巻
頭
を
飾
る
の
は
、
ジ
ャ
ン
＝
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー

ル
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
評
で
あ
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
後
の
講
演
を
原
稿
に
し
た
も
の
だ
が
、

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
知
性
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
仏

教
写
本
研
究
の
意
義
と
展
望
は
、
こ
の
報
告
書
の

キ
ー
ノ
ー
ト
と
し
て
巻
頭
を
飾
る
に
相
応
し
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
研
究
や
写
本
研
究
に
従

事
す
る
者
に
、
多
く
の
示
唆
と
刺
激
を
与
え
る
に
違

い
な
い
。

　

続
い
て
、
報
告
書
は
部
会
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、

全
体
で
四
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
「
大
乗

義
章
」
は
、『
大
乗
義
章
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
献
研

究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
岡
本
一
平
氏
は
『
大

乗
義
章
』の
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
に
つ
い
て
、
田
戸
大
智

氏
は
日
本
に
お
け
る
論
義
関
連
資
料
に
つ
い
て
、
金

天
鶴
氏
は
新
羅
仏
教
に
お
け
る
『
大
乗
義
章
』
の
受

容
に
つ
い
て
、
三
者
三
様
の
視
点
か
ら
最
新
の
研
究

成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
三
氏
の
発
表
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
は
蓑
輪
顕
量
氏
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

　

第
二
部
「
在
家
人
布
薩
法
」
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
写
本
「
在
家
人
布
薩

法
」
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
新
出
写
本

の
調
査
に
あ
た
っ
た
赤
尾
栄
慶
氏
、
落
合
俊
典
氏
が

本
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
を
、
ま
た
シ
ル
ヴ
ィ
・
ユ
ー

ロ
氏
が
本
文
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。

　

第
三
部
「
テ
キ
ス
ト
研
究
の
展
開
」
で
は
、
近
年
、

調
査
が
進
展
し
て
い
る
日
本
、
韓
国
の
様
々
な
仏
教

写
本
の
研
究
を
概
観
で
き
る
。
楊
婷
婷
氏
、
小
島
裕

子
氏
、
金
水
敏
氏
、
山
田
昇
平
氏
、
中
野
直
樹
氏
、
辛

嶋
静
志
氏
、林
寺
正
俊
氏
、崔
鈆
植
氏
、落
合
俊
典
氏
、

赤
尾
栄
慶
氏
、
総
勢
十
名
に
よ
る
研
究
は
、
国
語
学
、

中
国
語
学
、書
誌
学
、テ
キ
ス
ト
研
究
、思
想
研
究
等
、

様
々
な
視
点
か
ら
、
仏
教
写
本
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

第
四
部
「
高
僧
伝
・
続
高
僧
伝
」
は
、
日
本
に
現
存

す
る
『
高
僧
伝
』『
続
高
僧
伝
』
の
写
本
に
つ
い
て
の

研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
定
源
氏
は
『
高
僧

伝
』
の
現
存
写
本
の
系
譜
に
つ
い
て
、
斉
藤
達
也
氏

は
七
寺
一
切
経
中
の
『
続
高
僧
伝
』
に
つ
い
て
、
池

麗
梅
氏
は
五
月
一
日
経
本
『
続
高
僧
伝
』
に
つ
い
て
、

最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
三
氏
の
発
表

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
は
齋
藤
智
寛
氏
に
寄
稿
し
て
も

ら
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
報
告
書
は
漢
語
仏
教
写
本
に

関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
概
観
す
る
こ
と
が
で

き
、
写
本
研
究
に
お
け
る
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
方

法
論
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

     　

   （
編
輯
担
当　

山
野 

千
恵
子
） 

日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
七
輯

  　
『
國
際
佛
教
學
大
學
院
大
學
藏   

金
剛
寺
藏

                               
摩
訶
止
觀  

卷
第
一
』

　
『
摩
訶
止
觀
』
は
天
台
宗
の
基
本
典
籍
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
古
い
時
代
の
写
本
は
驚
く
ほ
ど
少

な
い
。
池
麗
梅
氏
が
本
書
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
よ

う
に
、
中
国
本
土
で
は
、
唐
末
の
戦
乱
や
会
昌
の
廃

仏
に
よ
り
、
天
台
の
典
籍
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
そ
れ
以
前
に
日
本
や
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ
た
典
籍

が
、
五
代
の
時
代
に
逆
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本

古
写
経
善
本
叢
刊
第
七
輯
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
摩

訶
止
觀
』
巻
第
一
の
二
本
の
写
本
は
、
こ
の
よ
う
に

古
く
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
書
写
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

　

二
本
の
写
本
の
う
ち
最
初
に
紹
介
す
る
国
際
仏
教

学
大
学
院
大
学
本
は
、
も
と
は
石
山
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
書
体
や
加
点
な
ど
か
ら
平
安
中
期

の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
古
の
『
摩
訶

止
觀
』の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
朱
・
白
・
緑
・

黒
の
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
一
大
特
徴
と

す
る
。
複
雑
極
ま
る
ヲ
コ
ト
点
や
声
点
が
付
さ
れ
た

本
文
の
訓
読
は
、
国
語
学
の
金
水
敏
先
生
の
監
修
の

元
、
廣
坂
直
子
氏
が
担
当
し
た
。
本
写
本
の
訓
点
に

つ
い
て
の
国
語
学
上
の
所
見
は
、
両
氏
に
よ
る
解
題

に
詳
し
い
。

　

次
に
紹
介
す
る
金
剛
寺
本
は
、
平
安
後
期
に
書
写

さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
本
に
次

ぐ
古
い
写
本
の
一
つ
で
あ
る
。
金
剛
寺
に
は
巻
第
一

の
他
、
巻
第
二
・
第
四
・
第
五
中
・
第
七
、
合
計
五
帖

が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
写
本
に
も
全
面
に
渡
っ
て

詳
細
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
剛
寺
本
の

訓
読
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
仏
教
学
の
藤
井
教
公
先

生
が
解
題
の
中
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
訓
読
は
上

杉
智
英
氏
が
担
当
し
た
。

　

論
攷
編
に
は
池
麗
梅
氏
の
「『
摩
訶
止
觀
』
の
往
還

か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
史
の
一
齣
」
を
掲
載

し
て
い
る
。
本
論
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
本

と
金
剛
寺
本
、
二
本
の
写
本
の
本
文
を
、
宋
代
の
刊

本
と
比
較
し
、
そ
の
系
譜
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
付
録
と
し
て
、
国
際
仏
教
学
大
学
院

大
学
本
の
翻
刻
と
、
こ
れ
を
金
剛
寺
本
、
宋
・
明
代

の
各
刊
本
と
対
校
し
た
「『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
一 

諸

本
校
異
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
天
台
宗
学
の
研
究

者
の
み
な
ら
ず
、
国
語
学
や
、
写
本
学
な
ど
、
様
々

な
分
野
の
研
究
者
に
興
味
深
い
研
究
資
料
を
提
供

し
得
る
も
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
　
　

 （
編
輯
担
当　

山
野 
千
恵
子
）

日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
八
輯

  　
　
『
續
高
僧
傳　

卷
四 

卷
六
』

　
『
続
高
僧
伝
』と
は
、
南
朝
梁
代
の
慧
皎（
四
九
七

―
五
五
四
）
撰
『
高
僧
伝
』
を
継
ぎ
、
唐
代
南
山
律

の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
仏
教
史
家
道
宣
（
五
九
六

―
六
六
七
）
が
六
世
紀
初
頭
か
ら
七
世
紀
中
頃
ま
で

に
活
躍
し
た
高
僧
た
ち
の
事
跡
を
編
纂
し
た
史
伝

で
す
。
複
雑
な
成
立
過
程
に
関
し
て
以
前
よ
り
諸

本
間
の
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
全
な

解
明
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
書
は
日
本
古
写
経
と
刊
本
大
蔵
経
と
の
間
で

異
同
の
顕
著
な
玄
奘
伝
を
収
め
る
巻
四
、
並
び
に

諸
本
の
系
譜
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
供

す
る
で
あ
ろ
う
巻
六
の
古
写
経
本
を
影
印
で
紹
介

し
、
解
題
、
論
攷
を
付
す
こ
と
で
、『
続
高
僧
伝
』

研
究
の
新
た
な
基
盤
を
提
示
す
る
も
の
で
す
。

　

玄
奘
伝
を
掲
載
す
る
巻
四
は
斉
藤
達
也
氏
が
担

当
し
金
剛
寺
本
を
中
心
に
七
寺
本
・
興
聖
寺
本
の

関
係
を
考
察
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　

ま
ず
全
体
の
伝
目
や
巻
四
玄
奘
伝
の
特
徴
か
ら

金
剛
寺
本
は
版
本
系
の
み
な
ら
ず
日
本
古
写
経
本

中
で
も
興
聖
寺
本
よ
り
古
い
形
態
を
保
持
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
挙
げ
ま
す
。

　

次
に
金
剛
寺
本
中
で
も
玄
奘
伝
の
祖
本
は
貞
観

二
〇
―
二
二
（
六
四
六
―
六
四
八
）
年
間
に
編
集
さ

れ
た
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
玄
奘
生
前
の
成
立
で
あ

り
、
か
つ
後
人
の
改
変
を
含
ま
な
い
も
の
と
し
て

は
最
古
に
当
り
ま
す
。

　

最
後
に
『
瑜
伽
師
地
論
』
三
十
巻
を
翻
訳
し
た

時
の
玄
奘
の
年
齢
は
従
来
の
三
十
五
歳
で
は
な

く
、
四
十
五
歳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
指
摘
に
よ
っ
て
既
存
研
究
を
再
検
討
す

る
必
要
性
を
喚
起
し
ま
す
。

　

巻
六
は
池
麗
梅
氏
が
担
当
し
、
国
会
図
書
館
本

（
旧
法
隆
寺
蔵
本
）・
金
剛
寺
本
・
七
寺
本
・
興
聖
寺

本
の
日
本
古
写
経
本
は
、
細
部
ま
で
刊
本
系
統
と

相
違
す
る
こ
と
か
ら
現
存
最
古
の
形
態
を
留
め
た

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
刊
本
の
諸
系

統
の
中
で
は
初
期
開
宝
蔵
系
統
本
（『
大
蔵
経
綱
目

指
要
録
』
に
基
づ
く
）
に
よ
り
近
い
こ
と
を
指
摘
し
ま

す
。
た
だ
し
興
聖
寺
本
は
他
の
日
本
古
写
経
本
だ

け
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
初
期

開
宝
蔵
系
統
本
に
近
寄
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
、
そ
の
原
因
は
初
期
開
宝
蔵
系
統
本
に
基

づ
い
て
部
分
的
に
校
訂
・
増
補
し
た
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
だ
と
推
察
し
ま
す
。

　

巻
末
に
は
大
正
蔵
本
と
古
写
経
本
と
の
各
伝
記

対
照
表
を
付
し
（
斉
藤
作
成
）
、『
続
高
僧
伝
』
全
体

の
構
成
を
一
瞥
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

本
書
が
『
続
高
僧
伝
』
研
究
の
更
な
る
発
展
・

解
明
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 （
編
輯
担
当　

南   

宏
信
）  

新
刊
紹
介
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二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
八
日
・
一
九
日
に
、
中

国
武
漢
大
学
お
よ
び
四
祖
寺
に
お
い
て
、
国
際
学

術
研
討
会
「
仏
教
文
献
と
文
学
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
〇
七
年
に
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
、台
湾
南
華
大
学
文
学
系
、

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
共
催
で
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
当
初
は
日
本
と
台
湾
の
研
究
者
の
交
流
を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
三
回
目
を
迎
え
る

今
回
は
、
開
場
を
中
国
へ
と
移
し
、
武
漢
大
学
文

学
院
・
中
国
宗
教
文
学
與
宗
教
文
献
研
究
中
心
、 

台
湾
南
華
大
学
文
学
系
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
の
共
催
の
も
と
、中
国
、 

台
湾
、 

日
本
、 

マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
総
勢
四
十
九
名
の
発
表
者
が
参
加
す
る

大
規
模
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
間
に
渡
る
九
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
文

学
を
中
心
に
、
文
献
学
、
言
語
学
、
仏
教
学
、
各

分
野
の
研
究
者
に
よ
る
、
三
国
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
の
仏
典
や
文
学
作
品
を
対
象
と
し
た
、

様
々
な
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
会
場
と
な
っ
た
武
漢
大
学
は
、
そ
の

前
身
が
清
代
に
遡
る
、
中
国
で
も
歴
史
あ
る
大

学
の
一
つ
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
湖
に
面
し
、

珞
珈
山
と
い
う
丘
を
擁
す
る
風
光
明
媚
な
場
所

に
あ
り
ま
す
。
開
会
式
で
は
、
落
合
俊
典
本
学

学
長
よ
り
、
武
漢
大
学
と
四
祖
寺
に
、
日
本
古
写

経
研
究
所
善
本
叢
刊
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
に
は
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
っ
て
、
三
名
の

先
生
の
基
調
講
演
が
あ
り
、続
い
て
二
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
一

路
、
四
祖
寺
へ
。

　

二
日
目
の
会
場
と
な
っ
た
四
祖
寺
は
、
湖
北

省
黄
梅
県
双
峰
山
の
山
中
に
位
置
す
る
禅
宗
の

古
刹
で
、 

創
建
は
六
二
四
年
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

古
く
は
幽
居
寺
と
称
し
、
ま
た
正
覚
寺
の
名
を

持
ち
ま
す
が
、 

創
建
者
の
禅
宗
第
四
祖
、
道
信

に
因
ん
で
、
現
在
は
「
四
祖
寺
」
の
名
で
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
な
お
道
俗
が
修
行
す
る
禅
の

道
場
で
、
私
た
ち
も
在
家
者
用
の
宿
坊
に
起
居

し
、
そ
の
禅
風
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
三
名
の
先
生
の
基
調
講
演
に
続
い

て
、 

七
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝

八
時
か
ら
夜
一
〇
時
ま
で
と
い
う
修
行
の
よ
う
に

厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
開
催
で
し
た
が
、
参

加
者
全
員
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
各
発
表
者
に

一
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
付
い
て
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
大
変

密
度
の
濃
い
も
の
で
し
た
。

　

本
学
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
は
、
以
下
の
五

名
が
参
加
し
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

基
調
講
演

　

落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
長
）

「
智
厳
撰『
註
楞
伽
経
』︱
現
存
日
本
的
若
干
文
本
」

　
　

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

池
麗
梅
（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
准
教
授
）

「『
法
苑
珠
林
』
成
書
考
」

　
　

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

本
井
牧
子
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
学
系
准
教
授
）

「
清
涼
寺
蔵
『
釈
迦
堂
縁
起
』
之
仏
伝
」

　
　

第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

三
宅
徹
誠
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
員
）

「
関
於
『
賢
愚
経
』
各
版
本
系
統
的
考
察
」

　
　

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

山
野
千
恵
子
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
員
）

「『
龍
樹
菩
薩
伝
』
的
成
立
過
程
」

　

閉
会
式
で
は
、
四
川
大
学
周
裕
鍇
教
授
よ
り

「
夜
宿
四
祖
寺
」「
四
祖
寺
仏
教
研
討
会
有
感
」
と

題
す
る
美
し
い
漢
詩
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
二
日

間
に
渡
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
中
国
に
お
け

る
文
献
学
的
な
仏
教
研
究
の
現
在
の
概
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
敦
煌
文
献
を
用
い
た
新

た
な
研
究
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、 

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
に
な
っ
て
、
海
外
の
研
究
に
も
比
較
的
容

易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
近
接
分
野
の
研
究
者
と
交
流
し
、

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
大
き
く
実
感

し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。（

山
野 

千
恵
子
）

活
動
記
録

国
際
学
術
検
討
会

仏
教
文
献
と
文
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公パ

ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

共
図
書
館

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
は
一
九
一
一
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
五
番
街
四
二

丁
目
に
竣
工
さ
れ
、
非
営
利
民
間
団
体
（
N
P
O
）

が
運
営
す
る
公
共
の
図
書
館
で
す
。
現
在
そ
の
全

所
蔵
品
は
五
三
〇
〇
万
点
に
の
ぼ
り
、
世
界
有
数

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
り
つ
つ
も
、
広
く
市
民
に
開

か
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
起
業
や
芸
術

の
支
援
、医
療
情
報
な
ど
が
充
実
し
て
お
り
、
I
T

を
活
用
し
て
市
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
は
I
T
時
代
の
渦
中
に
お
い
て
今
後
の
図
書
館

の
在
り
方
を
牽
引
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ス
ペ
ン
サ
ー

（
一
八
七
〇
︱
一
九
一
二
）
は
豪
華
客
船
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

号
の
沈
没
事
故
に
よ
り
急
逝
し
た
ア
メ
リ
カ
の
実

業
家
で
す
。
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
設
立
は

彼
の
遺
言
状
に
従
い
一
九
二
七
年
、
寡
婦
が
彼
の

基
金
と
愛
蔵
書
二
三
二
部
を
同
図
書
館
に
寄
贈
し

た
こ
と
が
契
機
と
な
り
ま
す
。
彼
の
遺
志
に
従
っ

て
世
界
四
、
五
〇
か
国
に
渡
り
貴
重
書
籍
の
蒐
集

事
業
を
継
続
し
、
現
在
の
蔵
書
数
は
八
千
部
を
越

え
ま
す
。
日
本
か
ら
は
室
町
以
降
、
殊
に
江
戸
時

代
の
絵
入
り
本
及
び
絵
本
類
を
購
入
し
ま
す
。
こ

れ
は
一
九
四
三
年
か
ら
三
十
余
年
間
に
わ
た
っ
て

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
を
勤
め
た
カ
ー
ル
・

ク
ー
プ
の
炯
眼
と
努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

蒐
集
事
業
に
一
役
買
っ
た
の
が
反
町
茂
雄

（
一
九
〇
一
︱
一
九
九
一
）
で
す
。

　

弘
文
荘
主
人
反
町
茂
雄

　

氏
は
、
目
録
販
売
（『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』）
で
稀

覯
書
を
取
引
し
た
古
書
肆
弘
文
荘
主
人
で
あ
り
、

世
界
を
股
に
か
け
て
活
躍
し
た
古
書
籍
商
・
書
誌

学
者
で
す
。『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵 

日
本
絵

入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘
、
初
版
一
九
六
八
年　

増

訂
再
版
一
九
七
八
年
）
を
編
纂
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
閲
覧
し
た
数
書
に
も「
月
明
荘
」

の
陽
刻
朱
方
印
が

認
め
ら
れ
、反
町
氏

か
ら
購
入
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。

　

絵
入
り
本
及
び
絵
本
類
の
研
究
は
長
年
国
文
学

者
か
ら
関
心
を
集
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て

近
年
、 

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館

か
ら
『
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
物
語
絵
︱ 

絵
巻
・
屏

風
・
絵
本
』（
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
一
三
年
）
、『
絵
が
物

語
る
日
本
︱
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
中
に
は
仏
教
書
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま

す
。
以
下
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
五
智
五
蔵
等
秘
密
抄
』の
作
者
・
成
立
年

　

前
掲
目
録
№
23
を
見
る
と

　
　

釈
道、

、筑
著
『
五
智
五
蔵
等
秘
密
抄
』
一
巻
。

　
　

正、

、

、

、

、

安
三
年
写（
一
三
〇
一
年
、傍
点
筆
者
、以
下
同
様
）

と
あ
り
、 

実
見
の
結
果
、 

巻
子
本
の
奥
書
後
に
継

い
だ
紙
の
裏
書
の
記
述
を
採
録
し
た
も
の
で
し

た
。
従
来
こ
の
書
名
の
作
者
は
高
野
山
八
傑
に
数

え
ら
れ
た
道
範
（
一
一
八
四
︱
一
二
五
二
）
で
あ
り
、

道
筑
な
る
人
物
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
実
際
に
は
例
え
ば
外
題
に
、　
　

　
　

五
智
五
蔵
等
秘
密
抄
道
範　

杲
寳

と
あ
り
、目
録
が「
範
」の
崩
し
字
を「
筑
」と
し
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
奥
書
に
よ
る
限
り
、

　
　

嘉
禎
二
（
一
二
三
六
）
年
八
月
廿
一
日
応

　
　

禅
定
太
王
教
命
撰
集
之 

阿
闍
梨
道
範

と
あ
る
の
で
、
道
範
が
五
十
三
歳
時
の
撰
述
と
な

り
ま
す
。

ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
由
来

　

外
題
に
あ
る
所
持
者
、 

杲ご
う
ほ
う寳

（
一
三
〇
六
︱

一
三
六
二
）は
東
寺
観
智
院
の
第
一
世
で
あ
り
、ま
た

『
国
書
総
目
録
』（
一
九
七
三
年
）に
は
当
該
書
の
諸
本

と
し
て「
大
谷
大
学
（
寛
文
二
年〈
一
六
六
二
〉写
）・
金

沢
文
庫
・
観、

、

、
智
院
金
剛
蔵
（
正、

、

、

、

、

安
三
年
写
）」の
三
本

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

観
智
院
が
正
安
三
年
書
写
本
を
有
す
る
記
述
と
、

ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
観
智
院
第
一
世
杲
寳
の
所
持
を
伝

え
、正
安
三
年
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、こ
の
二
書
は
同
一
本
で
あ
る
と
比
定
で
き
そ
う

で
す
。
よ
っ
て
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
『
国
書
総
目
録
』

に
採
録
さ
れ
た
後
に
反
町
氏
の
手
を
介
し
て
海
を

渡
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
本
文
に
は
金
沢
文
庫
本
に
は
な

い
裏
書
き
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
稀
覯
書
を
実
見
・
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、

研
究
上
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
諸
本

比
較
や
位
置
づ
け
な
ど
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
菅
谷
明
子
『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
︱
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

の
報
告
︱
』  （
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）

・『
日
本
絵
画
名
作
展 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
所
蔵
』  （
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
）

・
反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
全
五
巻

　
　
　
　
　
　
　

     （
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
八
年
）

・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          （http://w
w

w
.nijl.ac.jp/

）

・
落
合
俊
典
「
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
道
範
撰
『
五
智
五
蔵
等
秘
密

抄
』」（
前
掲
『
絵
が
物
語
る
日
本
』）

（
南　

宏
信
）

調
査
日
記

ニュー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
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昨
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、
並
び
に
今
年
度

第
１
回
、
第
２
回
公
開
研
究
会
に
つ
い
て
、
概
要

を
報
告
致
し
ま
す
（
発
表
者
の
所
属
、
役
職
等
は
研
究

会
開
催
当
時
の
表
記
で
す
）
。

○
平
成
25
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

　

平
成
25
年
11
月
9
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

赤
塚 

祐
道
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

「
密
教
経
軌
と
請
来
目
録
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
︱
金
剛
寺
聖
教
を
中
心
に
︱
」

三
好 

俊
徳
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
）

「
真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵

　

               『
阿
娑
縛
抄
』
古
写
本
に
つ
い
て
」

　

赤
塚
氏
は
天
野
山
金
剛
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
平
安

時
代
院
政
期
書
写
の
密
教
経
軌
に
つ
い
て
、
同
寺

に
現
存
す
る
空
海
（
七
七
四
︱
八
三
五
）
撰
『
請
来
目

録
』
の
古
写
本
、
並
び
に
『
御
請
来
録
之
内
不
足

目
録
』「
目
録　

新
請
来
ノ
外
」『
本
経
儀
軌
目
録
』、

ま
た
『
貞
元
録
』
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ら
が
一
切
経
と
は
異
な
る
請
来
経
と
い
う
認
識
の

下
、『
貞
元
録
』
で
は
な
く
『
請
来
目
録
』
を
範
と

し
て
書
写
・
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実

証
さ
れ
た
。

　

三
好
氏
は
真
福
寺
大
須
文
庫
に
現
存
す
る
鎌
倉

時
代
書
写
『
阿
娑
縛
抄
』
の
一
部
で
あ
る
『
反
音

鈔
』
二
点
、『
字
記
正
決
』
一
点
を
紹
介
さ
れ
、
奥

書
、本
文
の
検
討
に
よ
り
、こ
れ
ら
が『
阿
娑
縛
抄
』

の
未
再
治
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
と

共
に
、
何
れ
も
悉
曇
学
書
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、

こ
れ
ら
三
点
の
伝
来
の
意
味
を
、
真
福
寺
に
お
け

る
悉
曇
学
の
重
視
に
あ
る
と
、
同
寺
の
学
問
体
系

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

○
平
成
26
年
度
第
1
回
公
開
研
究
会

　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

佐
藤 

礼
子
（
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
「
義
浄
の
訳
経
事
業
と
唐
代
伝
奇
」

藤
原 

重
雄
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
助
教
）

　
「
桂
大
納
言
入
道
（
葉
室
光
頼
）
出
家
後
の
動
向

　
　
　

 

︱
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
伝
』
訓
点
に
寄
せ
て
︱
」

　

佐
藤
氏
は
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』

に
み
ら
れ
る
虚
構
と
文
学
性
、
並
び
に
宋
代
章
回

小
説
に
類
似
す
る
文
章
構
成
に
着
目
し
、『
開
元

録
』
の
別
生
経
の
記
録
、
並
び
に
現
存
す
る
唯
一

の
根
本
説
一
切
有
部
律
の
別
生
経
で
あ
る
七
寺
蔵

『
勝
光
王
信
仏
経
』
に
よ
り
、
義
浄
に
よ
る
説
一
切

有
部
律
の
別
生
経
訳
出
の
意
図
を
、
説
教
の
場
に

お
け
る
台
本
の
生
成
と
さ
れ
、
そ
れ
は
唐
代
伝
奇

文
学
の
隆
盛
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
中
国
文

学
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

藤
原
氏
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
桂
大

納
言
入
道
（
藤
原
光
頼
、
一
一
二
四
～
七
三
）
の
出
家

後
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
大
納
言
入
道
灌
頂
記
』
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の

生
涯
は
、
実
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
貴
族
が
出

家
・
遁
世
し
て
仏
教
に
精
進
し
、
文
化
的
な
営
み

を
行
う
と
い
う
、
中
世
前
期
に
お
け
る
実
務
系
貴

族
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

○
平
成
26
年
度
第
2
回
公
開
研
究
会

　

平
成
26
年
11
月
8
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

小
島 

裕
子
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

　
「
一
切
経
と
一
切
経
会

　
　
︱
経
供
養
と
い
う
法
会
儀
礼
の
視
点
か
ら
︱
」

矢
野 

道
雄
（
京
都
産
業
大
学
特
任
教
授
）

　
「
宿
曜
経
の
大
蔵
経
本
と
和
本
の
比
較
」

　

小
島
氏
は
一
切
経
会
に
言
及
す
る
公
家
の
日
記

等
を
蒐
集
す
る
と
共
に
、
そ
の
具
体
相
を
記
す
も

の
と
し
て
、仁
和
寺
蔵『
紺
表
紙
小
双
紙
』所
収「
法

金
剛
院
一
切
経
会
次
第
」「
唐
本
一
切
経
供
養
」「
唐

本
一
切
経
供
養
堂
荘
厳
儀
」「
成
俊
唐
本
一
切
経
供

養
略
次
第
」
を
紹
介
し
、
一
切
経
会
の
次
第
展
開

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

矢
野
氏
は
、
空
海
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
不
空

訳
『
宿
曜
経
』
を
祖
本
と
す
る
日
本
現
存
の
古
写

本
を
紹
介
さ
れ
る
と
共
に
、
大
陸
系
の
版
本
大
蔵

経
本
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
相
違
を

明
示
し
、
日
本
に
伝
存
す
る
和
本
が
、
版
本
大
蔵

経
本
よ
り
も
原
型
に
近
い
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。

　
　

　

25
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、26
年
度
第
１
回
、

第
２
回
公
開
研
究
会
と
も
に
、
多
数
の
ご
来
場
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
上
杉 

智
英
）

公

開

研

究

会

　

二
〇
一
四
年
七
月
二
六
、二
七
日
、
本
学
春
日

講
堂
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
会
長
：

蓑
輪
顕
量
〈
東
京
大
学
〉）
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
」
を
開
催

し
た
。
発
表
者
、
及
び
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り

（
所
属
、
役
職
等
は
開
催
当
時
の
表
記
）
。

　

第
一
部
会　

大
乗
義
章

司
会　
　
　
永
村
眞
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

コ
メ
ン
ト　

蓑
輪
顕
量
（
東
京
大
学
）

　

岡
本
一
平
（
恵
泉
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

「『
大
乗
義
章
』
の
テ
キ
ス
ト
の
諸
系
統
に
つ
い
て
」

　

田
戸
大
智
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

「『
大
乗
義
章
』
の
修
学
に
つ
い
て
︱
論
義
書
を
中
心
に
︱
」

　

金　

天
鶴
（
東
国
大
学
校
学
術
院
H
K
教
授
）

「
新
羅
仏
教
に
お
け
る
『
大
乗
義
章
』
の
影
響
」

　

第
二
部
会　

在
家
人
布
薩
法

司
会　
　
　
方
廣
錩
（
上
海
師
範
大
学
教
授
）

コ
メ
ン
ト　

デ
レ
ア
ヌ　

フ
ロ
リ
ン
（
本
学
教
授
）

　

赤
尾
栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
上
席
研
究
員
）

「
重
要
文
化
財
、「
在
家
人
布
薩
法
巻
第
七
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

︱
書
誌
学
的
観
点
か
ら
︱
」

　

落
合
俊
典
（
本
学
学
長
）

「
敦
煌
本
（
P.
2
1
9
6
）
と
『
在
家
人
布
薩
法
』

　
　
（
重
文
・
神
谷
本
）
の
比
較
か
ら
見
え
る
も
の
」

　

Sylvie H
ureau

（EPH
E

）

T
he recitation of precepts for lay follow

ers
according to the Zaijiaren busa fa

　

第
三
部
会　

テ
キ
ス
ト
研
究
の
展
開

司
会　

高
橋
秀
栄（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
元
文
庫
長
）

　

楊　

婷
婷（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

「
菟
足
神
社
蔵『
大
般
若
経
』の

　

                        

欠
筆
と
則
天
文
字
に
つ
い
て
」

　

小
島
裕
子（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

「
興
聖
寺
蔵
伝
解
脱
房
貞
慶
筆
唯
識
の
書

　
　
　
　
　
︱
一
切
経
に
付
随
し
て
伝
来
し
た
聖
教
︱
」

　

金
水　

敏（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　

山
田
昇
平
・
中
野
直
樹（
同 

博
士
後
期
課
程
）

「
日
本
語
資
料
と
し
て
見
た
岩
屋
寺
蔵

                                    『
高
僧
傳
』 

に
つ
い
て
」

　

辛
嶋
静
志（
創
価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
教
授
）

「
法
蔵
部『
長
阿
含
経
・
十
上
経
』漢
訳
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

     

説
一
切
有
部
の
”浸
食
“
」

　

林
寺
正
俊（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）

「
日
本
古
写
経
本『
三
法
度
論
』の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
資
料
的
意
義
と
問
題
点
」

　

崔　

鈆
植（
東
国
大
学
校
史
学
科
副
教
授
）

「
海
印
寺
白
紙
墨
書
写
本
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

　

落
合
俊
典（
本
学
学
長
）

「
徳
川
美
術
館
蔵『
神
通
論
』の
解
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
著
者
同
定
へ
の
階
梯
︱
」

　

赤
尾
栄
慶（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
上
席
研
究
員
）

「
高
山
寺
旧
蔵『
安
楽
集
』の
古
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

︱
書
誌
情
報
に
つ
い
て
︱
」

　

第
四
部
会　

高
僧
伝 

続
高
僧
伝

司
会　
　
　
大
内
文
雄（
龍
谷
大
学
特
別
任
用
教
授
）

コ
メ
ン
ト　

齋
藤
智
寛（
東
北
大
学
准
教
授
）

　

定
源
（
上
海
師
範
大
学
哲
学
学
院
敦
煌
学
研
究
所
准
教
授
）

「『
高
僧
傳
』テ
キ
ス
ト
の
變
遷
と
流
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

︱
日
本
古
寫
經
に
よ
る
檢
證
」

　

斉
藤
達
也（
本
学
附
属
図
書
館
員
）

「
七
寺
一
切
経
中
の『
続
高
僧
伝
』巻
一
の
二
本
に
つ
い
て
」

　

池　

麗
梅（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
准
教
授
）

「
五
月
一
日
経
本『
続
高
僧
伝
』の
文
献
的
特
徴
」

総
合
概
評　

Jean-noël ROBERT

（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
）

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本

研
究
拠
点
の
形
成
」と
し
て
活
動
し
て
き
た
五
年
間

の
成
果
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
北
宋
開
宝
蔵
を
嚆
矢
と
す
る

刊
本
大
蔵
経
開
版
以
前
の
仏
教
テ
キ
ス
ト
の
実
態
を

探
求
す
る
も
の
で
あ
り
、具
体
的
手
法
と
し
て
、唐
代

写
経
を
底
本
と
す
る
奈
良
写
経
に
着
目
し
つ
つ
、そ
の

数
的
欠
を
補
う
為
に
、奈
良
写
経
の
転
写
本
と
目
さ

れ
る
平
安
、鎌
倉
期
の
写
本
大
蔵
経
を
収
集
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
、唐
代
写
本
大
蔵
経
の
内
容

を
疑
似
的
に
再
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
年
間
に
わ

た
る
調
査
を
通
じ
、多
く
の
仏
教
写
本
に
接
す
る
機

会
を
得
、そ
れ
ら
の
一
部
を
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊

と
し
て
公
刊
し
て
き
た
が
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、そ
こ

で
取
り
上
げ
た
文
献
以
外
、或
い
は
刊
行
以
降
に
判

明
し
た
知
見
等
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も

古
写
本
を
通
じ
て
の
解
明
、新
知
見
の
発
表
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
日
本
に
現
存
す
る
仏
教
写
本
の
学
術
的
価

値
を
実
証
し
、宣
布
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、今
後
と
も
日
本
古
写
経

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
多
く
の
方
方
に
利
用
さ
れ
、基
盤
と

し
て
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

　

当
日
は
百
名
を
超
え
る
方
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
沢
山
の
ご

来
臨
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
上
杉 

智
英
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
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